
「クラウド型EHR高度化事業」
交付先候補 提案概要
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クラウド型EHR高度化事業 交付先候補一覧

交付先候補数

１６

凡例：
●：モデル1（二次医療圏内）
●：モデル2（複数の二次医療圏）
●：モデル3（三次医療圏）

SWAN
（室蘭市医師会）

SHACHI-Brain
（千葉大学 医学部附属病院）

MMWINみんなのみやぎネット
（みやぎ医療福祉情報ネットワーク協議会）

●

長岡フェニックスネットワーク
（長岡市医師会）

未来かなえネットワーク
（未来かなえ機構）

うすき石仏ねっと
（臼杵市医師会）

静岡
神奈川

東京

高知県幡多医療圏EHR
（幡多医師会）

田辺保健医療圏の医療・介護の双方向情報
連携EHR基盤
（和歌山介護支援専門員協会）

晴れやかネット
（医療ネットワーク岡山協議会）

徳島県全域医療連携ネットワーク（仮称）
（徳島大学）

西和医療圏 医療・介護連携ネットワーク（仮称）
（近畿大学医学部奈良病院）

びわ湖メディカルネット
（滋賀県医療情報連携ネットワーク協議会）

はち丸ネットワーク
（名古屋市医師会）

環岐阜地区医療介護情報
共有協議会
（羽島郡医師会）

おきなわ津梁ネットワーク
（沖縄県医師会）

東京都区西部医療圏ネットワーク（仮称）
（河北医療財団）
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SWANネットクラウド型高機能EHR事業

提案者 公益社団法人 室蘭市医師会

事業規模 モデル１ 実施地域 北海道西胆振医療圏

事業概要

既存の一方向性の地域医療ネットワーク「SWANネット」を双方向化するとともに、電子カルテに
依存せずに情報を開示できる仕組みを構築する。これにより病院、医科歯科診療所、調剤薬局、
介護施設など様々な施設間で、多職種による双方向連携を実現する。

SWANネット

EHR
GW

EHR
GW

診療所 診療所 診療所 診療所

閲覧 閲覧

従来型EHRケース（一方向ネットワーク）
病院 病院

地域医療介護連携システムEHR

データストレージ
ポータル（受付）

医療・介護情報統合

双方向医介患者統合

地域医療介護連携システム
異機種間連携コネクトサーバー

Regional PIX/PDQ

Private Cloud

XDS/XCA住民情報の紐づけ
宛先サーバー変換
複数データマージ

住民関連情報PIX
連携

製鉄記念室蘭病院

EA
情報収集システム

日鋼記念病院

EA
情報収集システム

市立室蘭総合病院

EA
情報収集システム

洞爺協会病院

EA
情報収集システム

伊達赤十字病院

EA
情報収集システム

回復期病院訪問看護
ステーション介護系施設調剤薬局歯科診療所医科診療所 2



岩手県未来かなえネットワークのEHR高度化事業

提案者 一般社団法人 未来かなえ機構

事業規模 モデル１ 実施地域 岩手県気仙医療圏（隣接する医療圏の一部を含む）

事業概要

現在、岩手県気仙医療圏にて未来かなえネットワークを2016年3月29日に稼働開始し、2017年1月20日現在参加施設56施
設/登録住民7,251名(対人口11.4%)に達しており、完全な医療介護統合の双方向性連携を多職種間で実現している。そ
の既に高度化されているEHRを患者流動性を考慮した隣圏(中部医療圏・両磐医療圏・宮城県気仙沼市・東北大学病院)
と、標準技術を活用した連携を実現し、住民及び多職種の利用価値最大化を実現する。

標準技術を活用した、異
機種連携の実現
PIX/PDQ、XDS/XCA

対象地域人口

：63,536人

住民・区民参加型の
地域医療介護連携
の実現

利用者価値の最大
化のための各種自
動化

継続性を担保するた
めの事業戦略と法
人化

PHR住民参加合意取

得サービス等の活
用による、二次利用
等への拡大

気仙医療圏と中部・両磐
医療圏の患者流動性を
考慮したEHR連携の実現
病院：県立遠野・一関市内病
院
診療所：住田町診療センター

気仙医療圏と宮城県医
療圏の患者流動性を考
慮したEHR連携の実現
病院：宮城県気仙沼市立病
院/東北大学病院
診療所：一関市内診療所
陸前高田市内診療所

災害対策向け住民医療
介護情報のバックアップ
化

電子カルテ連携を前提としない双方向 医療と介護情報統合化 情報収集及び登録の自動化 標準技術の適用

未来かなえネットワーク

データストレージ

ポータル（受付）

医療・介護情報統合

未来かなえネット
EHR

双方向患者統
合

Regional PIX/PDQ

Private Cloud

医科診療所
・電子カルテ
・PACS

歯科診療所

訪問看護
ステーション

介護系
施設

地域医療介護連携システム
異機種間連携コネクトサーバー

XDS/XCA

住民情報の紐づけ
宛先サーバー変換
複数データマージ

住民関連
情報

医科診療所
・レセコン
・内耳橋

調剤薬局

病院

SS-MIX2ストレージ

情報連携基盤
（利用者管理）
共通ID発行
認証
利用・トレース

ポータル
利用者管理
患者検索
紐付け状況確認

等

患者連携基盤
（患者管理）

EHR
臨床連携パス /

患者メモ/

メール / 証跡管理

SS-MIXビューア

PIX/PDQ

XCA/XDS

PIX

Private Cloud

医科診療所
・電子カルテ
・PACS

訪問看護
ステーション

介護系
施設

医科診療所
・レセコン
・内耳橋

調剤薬局

病院

歯科診療所検査会社

健診センター
検査外注

MMWIN みんなのみやぎネット

MMWIN みんなのみやぎネット

岩手県胆江医療圏
岩手県両磐医療圏 岩手県

気仙医療圏

今回の事業範囲

宮城県

岩手県中部医療圏
遠野市
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長岡フェニックスネットワーク事業

提案者 一般社団法人 長岡市医師会（長岡フェニックス医療介護連携協議会）

事業規模 モデル１ 実施地域 新潟県中越医療圏（うち長岡市）

事業概要

長岡フェニックスネットワーク構築事業（地域医療カルテ構想）
「地域をひとつの病棟」とみなし、自宅が病室で道路が通路とみたて、点在している医療
介護情報をひとつのクラウド上で共有し、地域全体で24時間365日体制を構築する。

本事業の構築箇所①
クラウド型EHRシステム
(医療ICT基盤)

本事業の構築箇所②
・自動名寄せPIX Manager
・Easy連携システム

既築の事業
地域包括ケアICTシステム
(介護ICT基盤)

本事業の構築箇所③
訪問介護向けICT促進 4



擬似患者情報共有システムの構築

提案者 一般社団法人 羽島郡医師会

事業規模 モデル１ 実施地域
岐阜県岐阜医療圏（うち羽島市、羽島郡、各務原市、
瑞穂市、本巣市、山県市、北方町）

事業概要
クラウドと既存システムを利用し、包括的個人健康情報管理記録を発展させた、
「擬似患者情報共有システム」の構築
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西和医療圏 クラウド型EHR高度化事業

提案者 近畿大学医学部奈良病院

事業規模 モデル１ 実施地域 奈良県西和医療圏

事業概要

近畿大学医学部奈良病院を中心に、西和医療圏を対象とした双方向性の地域医療・介護連携
ネットワークを整備する。病院、診療所(医科、歯科) 、調剤薬局、介護施設を接続対象とし、多施

設・多職種における双方向連携を実現する。標準技術を用い、奈良県に既に存在する一方向性
のEHRとの相互データ連携を可能とする。

ステム

患者統合 双方向

Private Cloud

検査会社

健診センター

歯科診療所

介護系
施設

地域医療介護連携システム
異機種間連携コネクトサーバー

Regional PIX/PDQ
データ

ストレージ GW

PACS電子カルテ
HOPE_GX

DICOM

近畿大学医学部奈良病院

XDS/XCA
住民情報の紐づけ
宛先サーバー変換
複数データマージ

地域医療介護連携シ
EHR

医療・介護情報統合

ポータル（受付）

データストレージ

ム

統合医療介護連携

システム

住民関連
情報

SSMIX  
2

UKE

EA 情報収集システム

・自動情報収集
・自動名寄せ処理

PIX
連携

地域医療連携システム
Humanbridge

データ
ストレージ GW

奈良県既存一方向性EHR
地域医療連携システム

ID-LINK

PIX
連携

調剤薬局

医科診療所
・電子カルテ
・PACS

医科診療所
・レセコン 調剤薬局 回復期病院

訪問診療所
訪問看護ステーション

・訪問診療多職種連携
・入退院調整

予防医療

標準技術の適用

情報共有と
コミュニケーション ・内耳橋

標準技術を活用した、

異機種連携の実現
により他地域EHRと
の接続容易性確保
PIX/PDQ,XDS/XCA

住民・区民参加型

の地域医療介護連
携の実現

利用者価値の最大
化のための各種自
動化

継続性を担保する
ための事業戦略と
法人化

電子カルテを前提としな
い連携システム
レセコン・PACS・外注検査

病診連携から多職種連
携に拡大
情報共有とコミュニケーション

医療情報と介護情報の
統合化
医療情報/画像/ADL/バイタル
/生活情報等 6



田辺保健医療圏の医療・介護の双方向情報連携EHR基盤構築事業

提案者 一般社団法人 和歌山県介護支援専門員協会

事業規模 モデル１ 実施地域 和歌山県田辺医療圏

事業概要

田辺保健医療圏の市町村ごとに利用されている複数の地域包括ケア支援システムと
クラウド型医療情報連携システム「青洲リンク」を連携し、圏内で統一された連携ルールでタイム
リーに医療・介護の一体的な情報共有が可能となる医療・介護の双方向情報連携ＥＨＲ基盤を
構築する。入院から退院後の在宅医療・介護の切れ目のない情報連携が可能となることで、安
心・安全な医療・介護サービスを享受でき、地域住民が住みなれた地域でいきいきと暮らせる
地域社会の実現に寄与する。

田辺保健医療圏の医療・介護の双方向の情報連携ＥＨＲ基盤構築事業

病院・医科診療所
歯科診療所の参加拡大、
電子カルテ・レセコン等の
システムの連携による医科・
歯科データの充実

訪問看護ステーション・
介護事業所の参加拡大、
レセコン連携による
看護・介護データの充実

田辺保健医療圏の市町村ごとに利用されている複数の地域包括ケア支援システムと
クラウド型医療情報連携システム「青洲リンク」を連携し、圏内で統一された連携
ルールでタイムリーに医療・介護の一体的な情報共有が可能となる医療・介護の

双方向情報連携ＥＨＲ基盤の構築
現状の課題

地域ごとに異なる
地域包括ケア支援システム
を利用していることにより
データ登録の負荷。 医療・介護の双方向情報連携ＥＨＲ基盤

現状の課題

Ａシステム

Ｂシステム

Ｃシステム

地域医療連携ネット
ワーク「青洲リンク」
の医療データとの連携

田辺保健医療圏内で
統一された情報共有シート

の電子共有

データ連携データ連携

電子カルテ
レセコン等

レセコン

データ連携
データ連携

複数の地域包括
ケア支援システム

圏内で統一された
連携ルールで一体的な

医療・介護の
情報連携ができない。

7



高知県幡多郡クラウド型EHR高度化事業

提案者 一般社団法人 幡多医師会

事業規模 モデル１ 実施地域 高知県幡多医療圏

事業概要

幡多医療圏の医療機関、介護施設に加えて、薬局、歯科医院が参加し、医療側はSSMIX2データ

のほか、処方箋・紹介状等のデータを連携し、介護側はケアプラン、提供予定、患者基本情報等
のデータを連携する。医療と介護は、既存の在宅連携システムを介して連携して、地域の医療・
介護資源を効率的に配分し、もって地域包括ケアを総合的かつ強力に推進する。データの連携
にあたっては住民に共通IDを発行し、住民からの希望があれば、マイナンバーカードの利用拡張
領域に共通IDを保存して、これを共通診察券として利用可能とする。

（マイナンバーカード）

情報共有

電子カルテ
・診療録、オーダー
・紹介状

※医療・介護情報を名寄せし、
以下を共有

• SSMIXデータ
• 電子処方箋データ
• 電子紹介状データ
• 介護情報（在宅連携システム）

病院

診療所

患者情報の共有による医療の効率化
（往診判断、重症化予防等）

重複処方の抑制
電子処方箋による業務効率化

重複検査の抑制
電子紹介状による業務効率化

介護施設

地域包括支援センター
・ケアマネジャー

病院

住民

利用拡張領域に
・共通キー
・各医療機関のID
を保存

調剤薬局

クラウド
（高知大学）

EHRデータベー
ス

電子カルテ
システム

各施設のシステム

双方向連携

地域包括ケアの推進

（ICカード）

共通診察券
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EHRスマートハンドシェイクの構築

提案者 国立大学法人 千葉大学 医学部附属病院

事業規模 モデル２ 実施地域
千葉県千葉医療圏（うち中央区、 美浜区、緑区）、
市原医療圏

事業概要

本事業は、医療機関や介護施設等の個々の施設のみならず、医療・介護サービス提供者の
様々なシステムを連携させる高度化EHR「SHACHI-Brain」を構築し、住民の健康改善・維持に
関わる健康・医療・介護情報を一元的に扱う良好なサービスを提供することを目的とする。本
事業で はこのような枠組みを「EHRスマートハンドシェイク」と名付け、千葉市・市原市等の行政
既存の 医療・介護連携システム、イオンをはじめとした地元企業や地域社会と協力し、事業を
遂行する。

千葉市・市原市を中心とした事業体制 SHACHI-Brainのシステム概要図
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東京都区西部医療圏における地域医療介護連携ネットワーク構築事業

提案者 社会医療法人 河北医療財団

事業規模 モデル２ 実施地域 東京都区西部医療圏(うち杉並区、中野区)

事業概要

現在、河北総合病院を中心に稼働している従来型EHRを、電子カルテを前提としない医療
と介護の統合化を実現した上で双方向連携を多職種間で実現し、クラウド型EHRを高度化
をした上で、地域の拡大を実現する。又事業の継続性を担保するための法人化。

データストレージ

ポータル（受付）

医療・介護情報統合

地域医療介護連携システム
EHR

双方向患者統合

Regional PIX/PDQ

Private Cloud

検査会社

健診センター

医科診療所
・電子カルテ
・PACS

歯科診療所

訪問看護ステーション

介護系
施設

地域医療介護連携システム
異機種間連携コネクトサーバー

地域医療連携システム
ID-LINK

データ
ストレージ GW

従来型EHRケース
地域医療連携システム
HumanBridge

データ
ストレージGW

PACS電子カルテ
HOPE_GX

SSMIX
2

DICOM

河北総合病院

一方向連携

電子カルテ連携を前提としない双方向

XDS/XCA住民情報の紐づけ
宛先サーバー変換
複数データマージ

統合医療介護連携
システム

EA
情報収集システム

レセコン PACS

UKE

電子カルテ

DICOMSSMIX
2

内視鏡検査

・自動情報収集
・自動名寄せ処理

病院
高度化EHRケース

双方向連携

医療情報システム

統合医療介護連携
システム

住民関連
情報

UKE

EA 情報収集システム

・自動情報収集
・自動名寄せ処理

PIX
連携

地域医療連携システム
Humanbridge

データ
ストレージ GW

従来型EHRケース

PIX
連携

PIX
連携

調剤薬局

医科診療所
・レセコン
・内耳橋

調剤薬局 回復期病院
訪問診療所

・訪問診療多職種連携
・入退院調整

予防医療

医療と介護情報統合化 情報収集及び登録の自動化

標準技術の適用

情報共有と
コミュニケーション

電子カルテを前提としな
い連携システム
レセコン・PACS・外注検査

標準技術を活用した、異
機種連携の実現
PIX/PDQ、XDS/XCA

医療情報と介護情報の
統合化
医療情報/画像/ADL/バイタル
/生活情報等

病診連携から多職種連
携に拡大
情報共有とコミュニケーション

対象地域人口

：884,374人

住民・区民参加型の
地域医療介護連携
の実現

利用者価値の最大
化のための各種自
動化

継続性を担保するた
めの事業戦略と法
人化

PHR住民参加合意取

得サービス等の活
用による、二次利用
等への拡大
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はち丸ネットワーク高度化事業

提案者 一般社団法人 名古屋市医師会

事業規模 モデル２ 実施地域 愛知県名古屋医療圏

事業概要

はち丸ネットワーク（医療連携基盤・看護・介護連携基盤・多職種連携基盤）の高度化を
図り、二重入力の解消、双方向連携の推進、各システムにおけるIDの名寄せ、電子署名を
活用した各種書類の電子的送受の活性化を目指す。
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大分県うすき石仏ねっと高度化事業

提案者 一般社団法人 臼杵市医師会（うすき石仏ねっと運営協議会）

事業規模 モデル２ 実施地域 大分県中部医療圏、北部医療圏

事業概要

大分県臼杵市で行われている健康・医療・介護連携システム『うすき石仏ねっと』の健
康・医療・介護情報ＤＢから新設のクラウドサーバへ患者基本情報、検査情報、処方情
報を連携する。新設クラウドサーバとの連携先は臼杵市と同じ２次医療圏である大分市
の３病院、津久見市１病院、由布市の１病院と調剤薬局である。また『うすき石仏ねっ
と』を拡張してクラウド型電子母子手帳、在宅医療連携システムとの連携を行う。この
クラウドサーバを利用して他の医療圏である大分県豊後高田市で医療・介護の情報共有
を行い地域包括ケアの効率化を行う。
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ＭＭＷＩＮリプレース＆高度ＥＨＲ化事業

提案者 一般社団法人 みやぎ医療福祉情報ネットワーク協議会

事業規模 モデル３ 実施地域 宮城県

事業概要

当初より予定していたリプレース対応と組み合わせて、EHR高度化を実現していく：
• リプレース対応：「自立運営に向けたコストの適正化」「加入促進に向けた利用者の利便性向
上」「既存システムの課題解決」を行う

• EHR高度化：現MMWINで不足要件の機能適用を行い、施設・患者獲得プロモーションを実施

MMWIN リプレース＆高度ＥＨＲ化事業

ネットワーク基盤(受信AP)

病院診療所薬局 介護
患者(住民)

リプレース対応
• 自立運営に向けたコス
トの適正化

• 加入促進に向けた利
用者の利便性向上

• 既存システムの課題
解決

EHR高度化
システム機能要件の適合：

• 現MMWINで不足要件の機能適用
他ネットワーク連携（PIX・XCA）
他地域ネット間接続IF
ID紐付機能拡張
名寄せ省力化・自動化
アクセス権限制御の柔軟化
各種ログ出力拡張

規模要件等への適合：
• 施設・患者獲得プロモーション実施
情報開示施設の増加促進
同意患者数の規定条件獲得

SS-MIX2ストレージ

送信AP（NSIPS) 送信AP（SS-MIX2/レセ/CSV等)

他地域連携
システム情報連携基盤

（利用者管理）
共通ID発行
認証
利用・トレース

ポータル
利用者管理
患者検索
紐付け状況確認

等

患者連携基盤
（患者管理）

Human Bridge
臨床連携パス /
患者メモ/
メール / 証跡管理
SS-MIXビューア

PIX/PDQ
XCA/XDS

PIX

サブシステム
SSO等
連携

• 眼科連携
• 遠隔カンファレンス
• 調剤情報
• 周産期情報共有

等

文書連携
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クラウド型EHR高度化事業

提案者 特定非営利活動法人 滋賀県医療情報連携ネットワーク協議会

事業規模 モデル３ 実施地域 滋賀県

事業概要

県全域において、クラウド型ＥＨＲの新たな構築に取り組む中で、医療情報ネットワー
クの統合やセキュリティ機能の向上、小規模医療機関の情報開示・閲覧機能の整備といっ
た機能整備を図り、多くの医療機関や介護施設・事業所が参加し、必要な情報を双方向で
円滑に共有できる利便性に富んだ総合的なネットワークを実現する。また、クラウドに集
積した医療情報の将来における利活用の推進を図る。

　

びわ湖メディカルネットのイメージ図

びわ湖メディカルネットデータセンター（ポータル）

病院、診療所

インターネットVPN

IP-VPN閉域網

各病院のＳＳ－ＭＩＸサー

バ（分散型）

ＳＳ－ＭＩＸサーバ（クラウド）

ＳＳ－ＭＩＸ２標準化ストレージ

ＳＳ－ＭＩＸ２拡張ストレージ

小規模医療機関

情報集積サーバ

（クラウド）

在宅療養支援

情報集積サーバ

（クラウド）

ＳＳ－ＭＩＸ

ＳＳ－ＭＩＸビュアー

訪問看護

ステーション

歯科診療所
診療所 薬局

介護事業所

急性期病院

回復期病院

病院、診療所、薬局 病院、診療所、薬局、訪看、介護事業所

統一したＳＳ－ＭＩＸ

ビュアーで開示

ＳＳ－ＭＩＸ２の形式

に変換し送信

すべての医療機関、介護施設・事業所で情報を

開示・閲覧（双方向）可能

※閲覧情報内容については、アクセス権制御

手操作による入力
電子カルテ、レセコン

と自動連携

すべての患者を名寄せ

電子カルテ

サーバ

電子カルテと自動連携

ＳＳ－ＭＩＸ２の形式

に変換し送信

ＨｕｍａｎＢｒｉｄｇｅ，

ＩＤ－Ｌｉｎｋで開示
Ｈｕｍａｎ

Ｂｒｉｄｇｅ

ＩＤ

－Ｌｉｎｋ
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晴れやかネット・クラウド型EHR高度化事業

提案者 一般社団法人医療ネットワーク岡山協議会

事業規模 モデル３ 実施地域 岡山県

事業概要

いずれも全県で推進している、当法人が運営する医療連携「晴れやかネット」、および岡山県が
事業主体である多職種連携「ケアキャビネット」の更なる普及を進めることにより、岡山県の医
療介護の課題解決を図るため、①クラウド型EHR基盤整備、②連携に必要な情報の見直しとそ
の情報連携の仕組みの追加又は変更、③参加施設や同意患者を増やすための仕組みの構築
と活動、の3つを行う。なお、本事業の効果を最大化するため、本事業と並行して県事業（ケア
キャビネットの利用者拡大）・県からの補助事業（シェアメドの利用者拡大）を推進する。

PIXｖ３ Manager

名寄せDB受診歴DB

XDS.b Repository

XDS.b Resistry

Human BridgeID-Link

ケアキャビネット
患者DB

同意済み患者情報
SS-MIX2

Index DB

大規模病院
（電子カルテ）

大規模病院
（オーダリング）

SS-MIX2 SS-MIX2

外部保存DB

同意済み患者情報
SS-MIX2

マルチテナント
サーバ

シェアメド

コントロール系（名寄せ・クエリ）

全患者保存
SS-MIX2（医療）

中小病院
診療所

（電子カルテ有
SS-MIX2無）

訪看・介護施設
（業務システム）

ケアキャビネット

EHR・CHRデータ系（マルチテナントサーバ）

中小病院
診療所

（PACS無・モ
ダリティのみ）

中小病院
診療所

（PACS有）

PACS
ゲートウェイ

全患者保存
SS-MIX2（介護）

今回の事業範囲＝高度化されたEHR（クラウド型晴れやかネット）

【図の補足説明】

 構築範囲：水色の枠の範囲と青線の部分

 既存設備活用:白色および黒線の部分

ポータル

PDQｖ３ Supplier

PIXｖ３ Manager

名寄せDB受診歴DB

XDS.b Repository

XDS.b Resistry

コントロール系（名寄せ・クエリ）：クラウド

ポータル：クラウド

PDQｖ３ Supplier

現在の晴れやかネット）

外部保存DB 外部保存DB

アップローダDICOM画像 アップローダ

中小病院
診療所

（電子カルテ有
SS-MIX2有）

SS-MIX2

①クラウドへの
移行と接続先

の変更

②データ系の
構築と情報共
有・連携実装

診療所
（レセコン）

薬局
（調剤レセ）

検査
センター

アップロー
ダSTB

アップロー
ダSTB

アップロー
ダSTB

【県からの補助事業】

ケアキャビネットユー
ザー（診療所・介護施
設・薬局・訪看等）

【県事業】
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徳島県全域医療連携ネットワーク（仮称）

提案者 国立大学法人 徳島大学

事業規模 モデル３ 実施地域 徳島県

事業概要

徳島県内で医介情報を施設の別なく収集し、一連の記録として他職種間での共有を実
現する。既存のシステムを活用しつつ、電子カルテを保有しない医療機関に対しては、
新規にクラウド型EHRを構築し、もって県内全域を双方向で繋ぐ。

さらに県全域の医療情報連携基盤を運営・拡充する組織を構築し、事業化する。

基盤整備（徳島県全域EHR基盤） 組織整備（運営主体・運用規則）
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おきなわ津梁ネットワーククラウド型高機能ＥＨＲ事業

提案者 一般社団法人 沖縄県医師会

事業規模 モデル３ 実施地域 沖縄県

事業概要

参加施設より提供される医療・健康・介護情報を、厚労省の標準規格で集積し、高度
急性期病院から在宅までの関連施設における双方向の情報連携を行う。また、PLRを
含め、集積した健康情報の円滑な二次利用を促進するための基盤整備を行う。さらに
他県との情報連携を見据えた基盤整備を行う。

おきなわ津梁ネットワーク
クラウド型EHR

地域医療連携
ネットワーク

地域医療連携
ネットワーク

薬局保険者

一般病院
地域医療
支援病院

地域連携
クリニック

地域医療
支援病院

在宅診療所

レガシー
ＥＨＲ

レガシー
ＥＨＲ

おきなわ津梁ネットワーク クラウド型ＥＨＲ高度化事業

地域連携
クリニック介護事業所

歯科

おきなわ津梁ネットワーク
クラウド型PLR

沖縄県民
（患者さん）

特定機能病院 地域医療
支援病院

(仮称)代理機関 クラウド型
電子カルテ

訪問看護 検査会社

診療所
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